
広報うちなだは再生紙を使用しています。 

2002

1
No. 468

〔主な内容〕

●年頭のごあいさつ （P2）
●町制施行40周年記念式典 （P3）
●地域の将来を考えてみませんか
（市町村合併について） （P4～7）

写真提供：内灘町写真協会
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内
灘
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
健
や
か
に
輝
か
し

い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
旧
年
中
町
政
に
賜
り

ま
し
た
ご
支
援
、
ご
厚
情
に
対

し
て
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
一
月
一
日
を
も

っ
て
わ
が
内
灘
町
も
町
制
施
行

四
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

の
意
義
あ
る
年
に
あ
た
り
、
今

日
ま
で
内
灘
の
発
展
に
尽
く
さ

れ
た
多
く
の
先
人
達
を
は
じ

め
、
諸
先
輩
の
皆
様
方
に
深
甚

な
る
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
町

制
を
施
行
し
た
昭
和
三
十
七
年

に
は
人
口
七，

六
一
五
人
で
あ

っ
た
内
灘
が
、
ア
カ
シ
ア
団
地

の
造
成
に
始
ま
る
幾
度
か
の
砂

丘
地
開
発
を
経
て
住
宅
都
市
と

し
て
着
実
に
人
口
を
増
や
し
、

今
で
は
二
六，

六
〇
〇
人
余
り

を
有
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
ハ
マ
ナ
ス
に
続

き
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
り
白
帆
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

整
備
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
新

た
な
住
民
を
受
け
入
れ
る
た
め

の
新
都
市
づ
く
り
が
着
々
と
進

ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
九
月
に
は
、
町

民
の
永
年
の
夢
で
あ
っ
た
「
サ

ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
灘
（
内

灘
大
橋
）」
が
完
成
い
た
し
ま

し
た
。
オ
ー
ト
カ
ラ
ー
チ
ェ
ン

ジ
ャ
ー
に
よ
り
、
多
様
に
そ
の

彩
り
を
変
え
る
美
し
き
斜
張
橋

は
、
若
者
を
は
じ
め
多
く
の

人
々
の
心
を
惹
き
つ
け
る
新
た

な
名
所
と
し
て
、
ま
た
一
方
で

は
、
能
登
と
加
賀
の
結
節
点
で

あ
る
本
町
の
基
幹
道
路
網
の
要

所
と
し
て
、
当
町
の
更
な
る
発

展
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
に
入
り
、
国
、

地
方
と
も
今
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
て
お
り
、
石
川
県
に
お
い

て
も
市
町
村
合
併
の
論
議
が
さ

か
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
私
は
、
北
部
土

地
区
画
整
理
事
業
の
促
進
、
蓮

湖
渚
公
園
を
は
じ
め
と
す
る
放

水
路
周
辺
整
備
の
推
進
に
よ

り
、
町
民
の
皆
様
が
誇
り
を
持

っ
て
居
住
す
る
に
相
応
し
い
、

豊
か
な
住
環
境
整
備
、
魅
力
あ

る
街
づ
く
り
を
重
要
施
策
と
し

て
、
将
来
の
市
制
施
行
を
目
指

す
と
い
う
希
望
を
抱
い
て
、
さ

ら
な
る
飛
躍
に
向
け
邁
進
し
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

終
わ
り
に
あ
た
り
、
内
灘
町

の
限
り
な
い
躍
進
と
、
二
万
六

千
町
民
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

内灘町長 岩本 秀雄

－内灘町・内灘町議会－

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ



内灘町役場新庁舎完成（平10）
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内灘町制施行40周年記念式典
日　　　時 平成14年１月20日（日）

午後１時30分

場　　　所 内灘町文化会館

式 典 午後１時30分～ アトラクション 午後２時30分～（予定）
第１部　　 歌 （野沢善一郎）

第２部　太　　鼓（内灘町太鼓協会）
民　　謡（内灘町民謡協会）

昭
和
37
年

町
制
を
施
行
し
内
灘
町
と
な
る

人
口
７，

６
１
５
人

（
昭
和
37
年
１
月
１
日
現
在
）

「
広
報
う
ち
な
だ
」
創
刊

39
年

河
北
潟
干
拓
本
工
事
開
始

43
年

内
灘
大
橋
開
通
（
現：

内
灘
橋
）

44
年

内
灘
町
の
人
口
１
万
人
を
突
破

47
年

金
沢
医
科
大
学
開
学

48
年

内
灘
町
福
祉
セ
ン
タ
ー「
憩
」完
成

49
年

金
沢
医
科
大
学
病
院
開
院

能
登
海
浜
道
路
全
線
（
羽
咋
市
柳

田
〜
金
沢
市
粟
崎
間
）
開
通

50
年

内
灘
町
総
合
公
園
開
園

52
年

第
１
回
内
灘
町
民
夏
ま
つ
り
開
催

54
年

内
灘
町
人
口
２
万
人
に
達
す
る

内
灘
町
文
化
会
館
開
館

町
の
木
、
町
の
花
、
町
の
鳥
制
定

55
年

北
海
道
羽
幌
町
と
姉
妹
都
市
提
携

57
年

内
灘
町
史
公
刊

内
灘
町
民
憲
章
制
定

58
年

清
湖
大
橋
開
通

平
成
元
年

第
１
回
日
本
海
凧
揚
げ
大
会
開
催

２
年

内
灘
砂
丘
放
水
路
温
泉
湧
出

３
年

石
川
国
体
秋
季
大
会
自
転
車
競
技

開
催

５
年

中
国
・
呉
江
市
と
国
際
友
好
都
市

提
携

７
年

林
帯
遊
歩
道
完
成

８
年

河
北
潟
放
水
路
架
橋
（
仮
称
内
灘

新
橋
）
建
設
工
事
着
工

９
年

河
北
新
斎
場
完
成

清
湖
小
学
校
開
校

10
年

生
涯
学
習
都
市
宣
言

中
国
庭
園
「
秀

苑
」
完
成

内
灘
町
役
場
新
庁
舎
完
成

12
年

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
夕
陽
ヶ

丘
苑
」
完
成

13
年

内
灘
大
橋
（
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ

ジ
内
灘
）
開
通

人
口
２
６，

６
９
３
人

（
平
成
13
年
12
月
１
日
現
在
）

14
年

１
月
20
日
開
催
　

内
灘
町
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典

町
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典

河北潟干拓本工事着工（昭39）

内灘砂丘放水路温泉湧出（平2）
特別養護老人ホーム「夕陽ヶ丘苑」完成（平12）

内灘町文化会館開館（昭54）

内灘大橋開通（平13）

清湖小学校開校（平9）



地域の将来を 
　　　考えてみませんか 
 

地域の将来を 
　　　考えてみませんか 
 

地域の将来を 
　　　考えてみませんか 
 “市町村合併”について（第1回） 
今なぜ、市町村合併を考えるのですか？ 

 
市町村行政を取り巻く環境は大きく変わっています。 

2002.1.5.（4）

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

道路の改良や高速道路の整備など、交通基盤の整備によりモータリゼーション化
が進むとともに、電話やインターネットの普及など情報通信手段の発展により情報
化が進展しています。
これらの進展により、通勤・通学や買物、医療など住民の日常生活圏は既存の市
町村の区域を越えて拡大してきており、これに合わせた広域的観点からのまちづく
りや住民サービスの向上が必要となっています。特に、介護保険制度の施行やごみ
処理の問題など広域的な対応が、従来にも増して強く求められてきています。

わが国においては、少子・高齢化が急速に進行しています。国立社会保障・人口
問題研究所によれば、本県の総人口は、平成17年頃をピークに減少し始め、これ
に伴い生産年齢人口（15歳～64歳）も減少し、一方、老年人口は増大すると推計
されています。
この推計によると、全人口に占める老年人口の割合は、平成12年の18.4％から
平成37年には、27.8％に上昇することになります。生産年齢人口の減少及び老年
人口の増加は、市町村の歳入・歳出面に与える影響も大きく、市町村には、これら
に対応しうる人的・財政的基盤の充実強化が求められています。

《県内市町村をとりまく現状と課題》

日常生活
圏の拡大

少子・
高齢化
の進行

地域の将来を考えてみませんか

資料：
都道府県別将来推計
人口（平成９年５月
推計）（国立社会保
障・人口問題研究所）
平成７年国勢調査に
よる人口を基準（中
位推計）

注：
表中のデータは概算
推計値であり、端数
調整がなされており
ません。
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市
町
村
合
併
に
つ
い
て

平成12年４月から地方分権一括法が施行され、地方分権は、実行の段階を迎え
ています。市町村においては、「自己決定・自己責任」の原則に基づき、地域の特
性を十分活かした主体的な地域づくりを進め、個性豊かで活力に満ちた地域社会を
実現していくことが期待されています。
また、自主的、主体的に決定
し、処理することのできる分野
が拡大されたことを踏まえ、行
政の効率化を図るとともに、地
域の実情に応じた創意工夫によ
り、より総合的な行政サービス
や施策を実現することが求めら
れています。このため、各市町
村は自らの行財政基盤の充実強
化を図っていく必要があります。

国・地方を合わせた長期債務残高は、平成２年度末に266兆円でしたが、平成
13年度末には、約2.5倍の666兆円、対GDP（国内総生産）比約128.5％に達する
見込であり、国・地方の財政は、極めて厳しい状況を迎えています。
また、これまで、地方公共団体の行財政を支えてきた地方交付税においても、そ
の特別会計は多額の借入金により運営されてきている状況です。
こうした国・地方を通じる
厳しい財政状況の下、市町村
が、現在の行政サービスの水
準を将来にわたって維持して
いくためには、簡素で効率的
な地方行財政体制の整備が必
要であります。

地方分権
の推進

国・地方
を通じた
厳しい
財政状況
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市
町
村
合
併
に
つ
い
て

地域の将来を考えてみませんか

「市町村の合併パターン」は、県内市町村を対象に複数の合併パターンを提示するこ

とにより、これをたたき台として市町村や地域住民により活発な議論を行う際の参考と

して作成されたものです。

合併パターンは、以下の基準に基づき作成されています。

①県民に馴染みの深い郡や広域市町村圏の地域のつながりを重視する。

②客観的な市町村相互の結びつきがあるものとする。
・既に一部事務組合などによる市町村相互の連携があること
・国、県の行政サービスの管轄区域の関連があること
・生活圏の結びつきがあること

③少なくとも人口１万人～２万人程度の規模を必要とする。
・現在、全国の市町村のうち、人口１万人未満が約半数、人口２万人未満の市町村が
約７割を占めており、本県でもほぼ同じ割合であること
・これから地方分権が大きく進展していく中で、一般的に、小規模な市町村は財政力
も脆弱であり、効率的な行財政運営からも、行財政基盤の強化、底上げを図らなけ
ればならないこと
・国が指針で「保健福祉、学校教育といった基幹的な行政サービスを適切・効率的に
提供するためには、少なくとも人口１万人～２万人程度が期待される。」としてい
ること

④分市・分町を伴うもの及び県外の市町村との合併については考慮しない。

市町村の合併パターン  

石川県広域行政推進要綱による 

合併パターン作成の基準



パターン

パターン
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市
町
村
合
併
に
つ
い
て

市町村合併市町村合併 市町村合併 

A
●市町村相互の連携を考慮し、概ね人口１万人未満の
市町村の解消を目指す組合せ

※河北郡は含まれていません。

市町村合併市町村合併 市町村合併 

B
●市町村相互の連携を考慮し、概ね人口
2万人未満の市町村の解消を目指す組
合せ

石川県は合併パターンの基準に基づき、次のＡ、Ｂ、Ｃ
の３パターンを提示しています。

金 

沢 

市 

津
幡
町 

高松町 宇ノ気町 

七塚町 

内灘町 

市町村の組合せ

高松町、七塚町、宇ノ気町 34,671 64

人口
（人）

面積
（k㎡）

パターン

市町村合併市町村合併 市町村合併 

C
●郡や広域市町村圏等の地域のつながり
を考慮し、概ね人口５万人以上を目指
す組合せ

金 

沢 

市 

津
幡
町 

高松町 宇ノ気町 

七塚町 

内灘町 

市町村の組合せ

津幡町、高松町、七塚町、
宇ノ気町、内灘町

95,527 195

人口
（人）

面積
（k㎡）



内灘町連合婦人会では皆様のエコライフ推進のお手伝い

として、「エコカード」を作成しました。これは、皆様にご自分

なりのエコライフを決めていただき、100日間の実践を目標

としていただくものです。100日達成後、エコカー

ドをお近くの公民館、または役場町民生活課に提出

していただければ記念品をお渡しします。

エコカードはお近くの公民館、役場町民生活課で

配布しております。

「無理なく、無駄なく、無茶をせず、
くらしのダイエット」

内灘町民みんなでエコライフをスタートしましょう。

●
三
国

千
秋
さ
ん

●
み
く
に
　
ち
あ
き

北
陸
大
学
外
国
語
学
部
教
授
、専
門
は
ド

イ
ツ
哲
学
。「
地
球
の
友
・
金
沢
」代
表
、

「
石
川
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」事
務
局
代
表
。

現
在
は「
交
通
と
環
境
」特
に「
自
転
車
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
木
津

智
子
さ
ん

●
き
づ
　
と
も
こ

名
城
大
学
大
学
院
経
済
研
究
科（
経
済

政
策
専
攻
）研
究
内
容
は
環
境
経
済
学
。

名
古
屋
市
の
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
法

の
改
定
の
た
め
の
委
員
会
行
政
と
市
民

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍
。

12月２日（日）、内灘町役場町民ホールにおきまして、「ゴミ減量・エコライフを考え
る」と銘打たれた町民フォーラムが内灘町連合婦人会、壮年会協議会の主催で開催さ
れました。
便利で快適な暮らしの代償に膨らみ続けるゴミ問題、排ガス問題等、多種多様な環

境問題。そういった地球規模の環境問題をもっと身近にとらえ、「ゴミ減量・エコラ
イフ」を生活スタイル面から見直し、おしゃれ感覚で実施する。「自分達一人ひとり
が次代を担う子や孫の世代のためにしてあげられること」を見つけに多くの人々が
会場を訪れ、北陸大学教授である三国千秋氏による講演、町内外よりそれぞれの分野
のスペシャリストを集めて開催されたパネルディスカッションに耳を傾けました。

ご存知ですか？エコカード

講師・
パネラー

パネラー
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どこを頼っても、結局自分自身が変わら

なければ何も変わらない。何か行動を起こ

し、それを大きな波としていかなければな

らない。面倒くさがらずに、ちょっとした

智恵を働かせて、おしゃれ心でゴミを宝の

山に換えていきたい。

町民の皆さんで集まってゴミ問題につい

て考える機会を持つということで、まず、

行動を起こしたといえるのではないでしょ

うか。

これからも、みんなで力を合わせて、お

しゃれ心を持ってゴミ減量問題に取り組ん

でいきたいと思います。

また来年、出来れば、膨らみ続けるゴミ

問題の改善を目指して、皆様と手をとりあ

ってがんばりましょう。
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町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
土
橋

登
志
子
さ
ん

●
つ
ち
は
し
　
と
し
こ

エ
コ
ラ
イ
フ
実
践
家
。
エ
コ
ク
ッ
キ
ン

グ
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活
全
般
に
わ
た
り

エ
コ
ロ
ジ
ー
に
こ
こ
ろ
を
配
っ
て
い
る
。

●
荒
井

三
郎
さ
ん

●
あ
ら
い
　
さ
ぶ
ろ
う

石
川
県
環
境
安
全
部
環
境
政
策
課
長

●
多
田

美
代
さ
ん

●
た
だ
　
み
よ

学
び
の
風
推
進
協
議
会
副
会
長

会場内では、講師である三国さんの図書の販売がおこ

なわれた他、ゴミ減量・エコライフ関連の図書の貸出が

おこなわれました。

リサイクル製品の展示や、小学校におけるゴミ問題・

環境問題の研究の発表も掲示され、会場を訪れた人々も

興味深く手にとって見入っていました。

リサイクル製品の展示・研究発表
図 書 貸 出

食べたことありますか？「無洗米」

会場内におきまして、「無洗米」の試食がおこなわれました。会

場に訪れた多くの女性の方々はやはり興味津々。「味は普通のもの

と変わりない。おいしい」「手間が省けて便利」と肯定的な意見も

あれば、一方「や

はり値段が気にな

る」「お米のとぎ

汁も洗物に使った

り、植木にやった

りと再利用の方法

があるのに」とそ

の意見は様々。

皆様も一度お試

しあれ。

自分自身の変革

パネラーパネラー
コーディ
ネーター
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議
会
定

例
会

○
平
成
十
三
年
度
内
灘
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
五
号
）

補
正
額△

一
六，

九
〇
〇，

〇
〇
〇
円

補
正
後
総
額

七，

九
五
二，

一
四
〇，

〇
〇
〇
円

・
事
業
の
確
定
に
よ
る
向
粟
崎
湊
大

橋
橋
梁
整
備
事
業
負
担
金
、
内
灘

北
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
負

担
金
等
の
減
額

○
平
成
十
三
年
度
内
灘
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号
）

補
正
額

一
四
四，

〇
〇
〇
円

補
正
後
総
額

一，

七
七
二，

〇
一
八，

〇
〇
〇
円

・
水
路
維
持
管
理
委
託
料
等
の
増
額

○
平
成
十
三
年
度
内
灘
町
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

補
正
額

△
一
八
八，

六
〇
〇，

〇
〇
〇
円

補
正
後
総
額

六
一
一，

四
〇
〇，

〇
〇
〇
円

・
委
託
料
及
び
工
事
費
等
の
減
額

○
平
成
十
三
年
度
内
灘
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
）

補
正
額一

六
八，

一
一
〇，

〇
〇
〇
円

補
正
後
総
額

一，

八
〇
四，

八
一
五，

〇
〇
〇
円

・
療
養
給
付
費
及
び
老
人
保
健
医
療

費
拠
出
金
等
の
増
額

○
平
成
十
三
年
度
内
灘
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

補
正
額一

五
八，

〇
〇
〇，

〇
〇
〇
円

補
正
後
総
額

二，

〇
四
九，

三
三
二，

〇
〇
〇
円

・
医
療
給
付
費
の
増
額

○
平
成
十
三
年
度
内
灘
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

補
正
額

九
七，

六
六
九，

〇
〇
〇
円

補
正
後
総
額

七
八
八，

七
二
九，

〇
〇
〇
円

・
保
険
給
付
費
等
の
増
額

○
平
成
十
三
年
度
内
灘
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

補
正
額
　
　
△
五
六，

四
〇
一
円

補
正
後
総
額一，

〇
三
〇，

八
一
〇
円

・
配
水
管
布
設
等
工
事
費
等
の
減
額

○
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
内
灘

町
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

○
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

○
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基

準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

○
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
〔
西

荒
屋
地
区
汚
水
管
き
ょ
築
造
工
事

（
一
工
区
）〕

・
変
更
前八

七，

六
七
五，

〇
〇
〇
円

・
変
更
後九

〇，

四
〇
五，

〇
〇
〇
円

○
ナ
ホ
ト
カ
号
日
本
海
重
油
流
出
事

故
油
濁
損
害
賠
償
等
請
求
事
件
に

係
る
和
解
に
つ
い
て

第
四
回
内
灘
町

議
会
定
例
会

平
成
十
三
年

提
　
出
　
議
　
案

第
四
回
内
灘
町
議
会
定
例
会
は
、
十
二
月
七
日
（
金
）
か
ら
十
三
日
（
木
）
ま
で
の
七
日
間

の
日
程
で
開
か
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
制
定
等

請
負
契
約
の
変
更

そ

の

他

予
算
に
関
す
る
議
案
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福
祉
車
両
貸
出
サ
ー
ビ
ス

内灘町社会福祉協議会では、自力で外出するこ
とが困難な車椅子利用者の方を対象に、福祉車両
（リフト付き車両で車椅子に乗ったまま乗車でき
る車両）の貸出サービス（車両のみ貸出サービス）
を平成14年４月１日から実施いたします。

平成14年４月１日から福祉車両貸出に伴い、
運転していただくボランティアの方を募集し、
利用者の安全性、補償を図るため登録制度にい
たします。特別な資格は必要なく普通運転免許
証さえあれば誰でも登録は可能です。
登録された方はボランティア保険に加入して
いただきます。（保険料は社会福祉協議会負担）
尚、利用者への介護方法、車椅子の搭載方法
等の講習会を右記のとおり実施いたします。
今年度に２回の登録講習会を実施いたします
ので都合のよい日に１回受講していただければ
登録運転者の資格が得られます。

日　　時 第１回目　平成14年２月17日（日）
午前９時から約２時間

第２回目　平成14年３月３日（日）
午前９時から約２時間

場　　所 内灘町保健センター健康学習室
講習内容（1）車椅子搭載可能車両の取扱　

（2）利用者への介護方法
（3）車椅子搭載可能車両使用許可要綱の説明
（4）当日、会場にて受付いたします
（5）受講は無料

連 絡 先 福祉車両貸出、登録運転者に関するお問い合
わせは、内灘町社会福祉協議会まで

（☎286－6950）

○車両を利用する際に医療処置を要しない人。
○心身障害、高齢、疾病その他の理由により、日常の外
出において車椅子を利用している人。
○通常、バス及びタクシー等を利用す
ることができない人。
○営業行為とみなされる人には貸出さ
ない。

利用対象者 ○利用の期間は、１回につき
２日間を限度とする。
○利用回数は、１ヶ月に３回
を限度とする。

利 用 制 限

○無料とする。ただし、運行
に伴う実費（ガソリン代、
有料道路代、有料駐車場代）
は利用者が負担する。

利 用 料

○原則として内灘町内及び
近隣市町（金沢市、河北
郡内）ただし、やむえな
いと認めた場合にはこの
限りではない。

運行範囲

○予約制とし、使用する２ヶ
月前から３日前までに内灘
町社会福祉協議会に使用許
可申請書を提出しなければ
ならない。

利用許可等

○あらかじめ、内灘町
社会福祉協議会の登
録を受けた人でなけ
ればならない。

運 転 手
○内灘町社会福祉協議
会が加入してある保
険、補償範囲とする。

保険補償
○車椅子搭載可能車両
使用許可要綱に基づ
き貸出を行う。

そ の 他
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消

防
だ

よ
り

十
一
月
二
十
日
（
火
）
内
灘
町

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
同

ク
ラ
ブ
員
の
資
質
の
向
上
と
親
睦

を
図
る
た
め
、
小
松
市
方
面
で
視

察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
内
容
は
、
小
松
市
民
防
災

セ
ン
タ
ー
で
の
、
防
災
映
画
の
鑑

賞
、
消
火
・
煙
体
験
の
実
施
、
こ

れ
ら
を
と
お
し
て
災
害
の
怖
さ
や

防
災
に
対
す
る
知
識
と
行
動
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
石
川
県
航
空
消
防
防

災
室
を
視
察
し
、
石
川
県
消
防
防

災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
は
く
さ
ん
」

の
主
な
装
備
品
や
性
能
の
説
明
を

受
け
、
空
か
ら
の
消
防
の
仕
事
を

学
び
ま
し
た
。

研
修
終
了
後
、
ク
ラ
ブ
員
一
人

一
人
は
婦
人
消
防
隊
と
し
て
の
自

覚
を
新
た
に
し
、
内
灘
町
に
防
災

の
輪
が
広
が
る
よ
う
願
い
を
込
め

て
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

内
灘
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
が

視
察
研
修
実
施

●『
東
京
物
語
』

奥お
く

田だ

英ひ
で

朗お

著

今
か
ら
二
十
年
前
頃
の
東
京
を
舞
台
に
し
た
ユ
ー

モ
ア
小
説
。
そ
の
頃
、
二
十
歳
前
後
で
東
京
で
の
生

活
体
験
が
あ
る
人
に
、
特
に
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。
名
古
屋
出
身
の
主
人
公
は

大
の
音
楽
好
き
。ど
う
し
て
も
親
元
を
離
れ
て
東
京
暮
ら
し
が
し
た
か
っ
た
。

し
か
し
、
憧
れ
の
東
京
暮
ら
し
の
現
実
は・・・・・・
？

年
重
ね
　
本
も
重
ね
て

寝
正
月
・・・・・・
。

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

ウ
サ
ー
マ
・
ビ
ン
・
ラ
ー
デ
ィ
ン
の

思
想
と
半
生

石い
し

野の

肇
は
じ
め

世
界
企
業
の
カ
リ
ス
マ
た
ち

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ガ
ー
デ
ン

狂
牛
病

き
ょ
う
ぎ
ゅ
う
び
ょ
う

中
村

な
か
む
ら

靖
彦

や
す
ひ
こ

孫ま
ご

と
上
手
に
つ
き
合
う
本

主し
ゅ

婦ふ

と
生
活
社

せ
い
か
つ
し
ゃ

遺の
こ

し
書
き

仲
代

な
か
だ
い

達た
つ

矢や

声
に
出
し
て
読
み
た
い
日
本
語

斎
藤

さ
い
と
う

孝
た
か
し

小
さ
い
と
き
か
ら
考
え
て
き
た
こ
と

黒
柳

く
ろ
や
な
ぎ

徹て
つ

子こ

転
生

て
ん
せ
い

田
口
ラ
ン
デ
ィ

虚
竹

き
ょ
ち
く

の
笛ふ

え

水
上

み
な
か
み

勉
つ
と
む

沈
黙
者

ち
ん
も
く
し
ゃ

折
原

お
り
は
ら

一
は
じ
め

曼ま
ん

陀
羅

だ

ら

道ど
う

坂
東

ば
ん
ど
う

真
砂
子

ま

さ

こ

他

多

数

図
書
館
情
報

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本●『

父
親
で
あ
る
こ
と
は
哀
し
く
も
面
白
い
』

広
岡

ひ
ろ
お
か

守も
り

穂ほ

著

わ
が
家
に
居
場
所
を
求
め
さ
迷
う
父
親
た
ち
。
妻

に
は
育
児
を
し
な
い
と
責
め
ら
れ
、
子
ど
も
達
に
は
尊
敬
さ
れ
ず
、
地
域
社
会

で
は
存
在
感
ゼ
ロ
。
で
も
、
カ
ッ
コ
悪
く
て
も
、
頼
り
な
く
て
も
い
い
で
は
な

い
か
。
金
沢
市
出
身
の
著
者
が
語
る
父
親
幸
福
論
。
こ
れ
か
ら
子
育
て
を
す
る

父
親
に
オ
ス
ス
メ
。

●『
ホ
ー
ム
レ
ス
作
家
』

松ま
つ

井い

計け
い

著

公
団
住
宅
を
強
制
撤
去
さ
せ
ら
れ
た
著
者
が
ホ
ー

ム
レ
ス
と
い
う
蟻
地
獄
に
墜
ち
、
そ
こ
か
ら
這
い
上

が
ろ
う
と
苦
闘
を
続
け
る
告
白
書
。
も
は
や
ホ
ー
ム
レ
ス
は
他
人
事
で
は
な

い
。
半
年
余
り
の
路
上
生
活
を
必
死
で
生
き
抜
い
た
決
死
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
。

〔
童
謡
集
「
明
る
い
ほ
う
へ
」 

　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
刊
〕 

「はくさん」前にて隊員のみなさんと

試
験
日

平
成
十
四
年
二
月
十
六
日（
土
）・
十
七
日（
日
）

試
験
場
所

金
沢
市
東
蚊
爪
町
二
―
五
　
石
川
県
消
防
学
校

願
書
受
付
期
間

平
成
十
四
年
一
月
七
日（
月
）〜
十
五
日（
火
）

※
受
験
願
書
は

内
灘
町
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
２
８
６
―
３
３
０
１
）

消防設備士
試験の案内
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図
書

館
情
報

万
一
の
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭

に
は
消
火
器
を
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
か
。

家
庭
内
で
は
天
ぷ
ら
油
火
災
や
ス
ト
ー

ブ
の
異
常
燃
焼
に
よ
り
火
災
が
多
く
な
っ

て
お
り
、
そ
の
為
の
初
期
消
火
方
法
と
し

て
、
手
軽
で
簡
単
な
ス
プ
レ
ー
式
の
消
火

器
（
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
）
と
い

う
も
の
も
有
り
ま
す
の
で
、
も
し
も
の
時

の
備
え
に
、消
火
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
細
は
内
灘
町
消
防
本
部
ま
で

（
☎
２
８
６
―
３
３
０
１
）

ご
家
庭
に
消
火
器
を

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書
の
所
蔵
や

予
約
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
も
、
図
書
館
の
蔵
書
が
検
索
で

き
ま
す
。

☎
２
８
６
―

１
９
３
０

FAX
２
８
６
―

１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan

◇
休
館
日
の
お
知
ら
せ
！

蔵
書
点
検
の
た
め
、
一
月
十
八
日

（
金
）か
ら
三
十
一
日（
木
）ま
で
休
館

い
た
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
移
動
図
書
館
「
し
お
さ
い
号
」

は
一
月
は
お
休
み
し
ま
す
。
二
月
か

ら
は
通
常
通
り
巡
回
し
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
読
書
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

毎
月
一
回
「
短
編
を
読
む
」

読
書
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

毎
月
第
一
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
〜
正
午

場
所

内
灘
町
文
化
会
館
和
室

会
費

月
二
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

内
灘
町
在
住
の
方
な
ら
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。（
男
女
年
齢
問
い
ま

せ
ん
）

第
一
回
は
平
成
十
四
年
二
月
五
日

（
火
）
で
す
。

参
加
な
さ
り
た
い
方
は
内
灘
町
立

図
書
館
（
☎
２
８
６
―
１
９
３
０
）

担
当
小
坂
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

問 あなたは、今後の図書館の資料構成
について、何に重点をおいてほしい
ですか？

男女とも、「生活に役立つ実用書」が一番
多い。特に女性にその声が高く、料理や手芸
など、生活や趣味に役立つ入門書の充実を望
んでいる。一方男性は、「娯楽性の高い読物」
の希望が多く、「仕事に役立つ専門書」が意
外と少ない。これは回答者の中に、すでに退
職された高齢者が多かったことも一因として
考えられる。また、「調べものに役立つ資料」
「視聴覚資料」を望む声も多い。これらの回
答を考慮しながら今後の収書に生かしていき
たい。

※複数回答あり。

アンケート調査集計結果より 2
その 

先月号に引き続き、10月2日（火）～6日（土）まで実施しま
した、図書館のアンケート調査の結果の一部をお知らせい
たします。

対象：一般利用者300名（男性：95名 女性：205名）

0 10 20 30 40 50 60 70 ％ 

21
調べ物に役立つ資料 

仕事に役立つ専門書 

娯楽性の高い読物 

生活に役立つ実用書 

視聴覚資料 

その他 

無記入 

21

5
12

46
33

58
63

18
18

3
0

6
3

男 

女 

◎
の
ど
に
物
が
詰
ま
っ
た
時 

　
せ
き
が
で
れ
ば
、
せ
き
で
詰
ま

っ
た
物
を
吐
き
出
す
の
が
最
も
有

効
な
方
法
で
す
。 

　
せ
き
が
出
な
い
時
、
背
中
（
肩

甲
骨
の
間
）
を
四
〜
五
回
、
手
の

ひ
ら
根
元
で
す
ば
や
く
た
た
き
ま

す
。 

 

子
供
の
場
合 

        

大
人
の
場
合 

        

　
掃
除
機
で
吸
い
取
る
方
法
も
あ

り
ま
す
が
、
舌
ば
か
り
吸
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
口
の
中
を
傷
つ
け
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
後
の
手
段

と
し
て
掃
除
機
を
使
う
時
は
、
先

（
細
い
も
の
）
を
口
の
中
に
入
れ

て
か
ら
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
ま
す
。 

□住宅用消火器具の表示 
　①住宅用消火器 

　②エアゾール式簡易消火具（スプレー式） 
 

住宅の実情に合わせて消火器のタイプを選定して備えることが大切です。 
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国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー

あけましておめでとうございます！Happy New Year! 
　内灘の皆さん、お元気ですか？僕はオーストラリアで温かいお正月を過ごしています。 

　さて、今月はオーストラリアのお正月についてお話ししたいと思います。まず、皆さんは知ってい

ると思いますが、オーストラリアは南半球にあるので、今はちょうど真夏ですね。毎日、気温が30度

近く、海は最高です！ 

　多くのオーストラリア人は大晦日からお正月にかけて日本人と違い、家族ではなく友達と過ごしま

す。特に、大晦日は友人と飲みに行って、カウント・ダウンするまで遊び続けます。とても楽しいで

す！僕は友達のガーデン・パーティに行ってカウント・ダウンをしました。そして、去年の元旦は友

達とビーチ・パーティに行ってしゃべったり、食べたり、飲んだりしました。食事はシーフード、ス

テーキ、ソーセージ、サラダなどがありました。これはオーストラリアでは一般的な元旦の過ごし方

です。皆さんはどうですか？日本とかなり違うでしょう。 

　日本の冬は寒いと思いますが、内灘町に戻るのがとても楽しみです。（雪は積もったのかな…） 

皆さん風邪をひかないように、お体大切にしてください。 

See you soon!　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     
 

ジェニー：ハーイジョン、最近どう？ 

ジ ョン：いいよ！年明けはすごく面白かったよ！ 

ジェニー：本当に？何したの？ 

ジ ョン：友達と飲みに行って、すごく酔っぱらったよ。 

ジェニー：あらまあ、バカなことしなければいいけど。 

ジ ョン：ん～… 

 
興奮した、狂ったように。 

 

お正月（スラング） 

 (スラング) 

 

TEL 076-286-6716　FAX 076-286-6714 
E-mail:uchinada@hotmail.com 
 

　国際交流員が内灘町に来て2年が経とうとしています。
学校訪問などの活動をしていますが、より一層町民の皆様
との交流を深めるために今年は色々な企画を思案中です。
そこで、僕と一緒に企画のお手伝いや楽しいアイデアをも
っている人、僕に会いたい人などを募集します。 

国際交流ボランティア募集!!

詳しくは
 

こちらまで
 

◆内灘中学校訪問◆
12月11日に宇ノ気町、津幡町、内灘町の各
町の国際交流員と在日外国人２人は内灘中学校
の１年生に母国の文化について教えました。と
ても楽しかったです！

ケリンと１年生

前の左：ユン・スジョン、マーンケ・ドラテア
後の左：マティアス・エルスペルシェー、

ケリン・バウリング、
アンドリュー・チェリーニ

Did you know that…
★The word "diamond" comes from the Greek word
'adamas' that means "unconquerable."
★The word "live" spelled backward is "evil."
★The original name for the butterfly was "flutterby."
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表

彰

昭
和
五
十
六
年
か
ら
ア
カ
シ
ア
公

民
館
長
、町
公
民
館
運
営
審
議
会
長
、

町
社
会
教
育
委
員
長
と
し
て
永
年
に

わ
た
り
、
町
全
体
の
生
涯
学
習
の
推

進
に
精
励
さ
れ
、
社
会
教
育
の
進
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
に
お
い
て
も
、
社
会
教
育
委

員
長
と
し
て
各
種
生
涯
学
習
活
動
の

推
進
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
川
県
社
会
教
育
功
労
者
表
彰
受
賞

上
田
　
栄
一
　
氏
（
ア
カ
シ
ア
二
）

十
二
月
七
日
、
東
京
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お

き
ま
し
て
、
内
灘
中
学
校
長
倉
本
龍

彦
さ
ん
が
、
文
部
科
学
省
「
教
育
者

表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
永
年
に
わ
た
る
学
校
教
育
の
功

績
を
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
、
本
当
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

教
育
者
表
彰
受
賞

倉
本
龍
彦
　
氏

十
二
月
九
日
、
松
任
市
民
会
館
に

お
い
て
、
体
育
指
導
委
員
の
重
原
誠

さ
ん
と
、
上
前
善
之
さ
ん
が
、
石
川

県
体
育
指
導
委
員
研
修
会
の
席
上
、

功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
ふ
た
方
は
、
当
町
の
ス
ポ

ー
ツ
行
事
や
小
学
三
、
四
年
生
を
対

象
と
し
た
、
チ
ビ
ッ
子
ス
ポ
ー
ツ
教

室
の
指
導
を
永
年
努
め
ら
れ
る
な
ど
、

日
頃
か
ら
地
域
に
お
け
る
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
、
普
及
に
ご
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。

石
川
県
体
育
指
導
委
員
協
議
会

功
労
者
表
彰
受
賞

重
原
　
誠
　
氏
（
ハ
マ
ナ
ス
）

上
前
善
之
　
氏
（
宮
坂
）

十
一
月
二
十
八
日
、
県
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
石
川

県
交
通
安
全
県
民
大
会
に
お
き
ま
し

て
、
内
灘
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

が
協
会
長
表
彰
、交
通
安
全
特
別
賞
、

上
野
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
作

り
、
春
と
秋
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実

施
等
、
交
通
安
全
を
願
い
継
続
的
に

活
動
し
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

石
川
県
交
通
安
全
協
会
会
長
表
彰

内
灘
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

石
川
県
が
舞
台
と
な
る
大
河
ド
ラ
マ
「
利
家

と
ま
つ
〜
加
賀
百
万
石
物
語
〜
」
の
放
送
が
始

ま
り
ま
す
。

大
河
ド
ラ
マ
の
実

現
は
本
県
の
歴
史
・

文
化
を
全
国
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
絶
好
の
機

会
で
あ
り
、
同
時
に

県
民
に
と
り
ま
し
て
も
郷
土
の
歴
史
や
文
化
に

対
す
る
理
解
が
深
ま
る
い
い
機
会
と
な
り
、
先

人
の
足
跡
を
振
り
返
る
ふ
る
さ
と
教
育
の
一
層

の
盛
り
上
が
り
が
期
待
で
き
ま
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
今
年
三
月
か
ら
「
加

賀
百
万
石
博
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
大

河
ド
ラ
マ
に
関
す
る
展
示
、
映

像
を
は
じ
め
本
県
の
歴
史
、
文

化
の
魅
力
に
親
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
考
え
て
お
り
、
皆
様

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

前
売
券
の
購
入
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
産
業
経
済
課
で
販
売

し
て
お
り
ま
す
。（
☎
２
８
６
―

６
７
０
８
）

◆
加
賀
百
万
石
博
の
開
催
期
間

平
成
十
四
年
三
月
二
十
三
日
（土）
〜

平
成
十
五
年
一
月
五
日
（日）

◆
前
売
券
の
販
売
期
間

平
成
十
四
年
三
月
二
十
二
日
（金）

ま
で

「利家とまつ」

加賀百万石博
マスコット
キャラクター

小　人（6歳～17歳）
大　人（18歳～64歳）
高齢者（65歳～）
※身体障害者手帳保持者等とその介護者１名は無料です。

●入場料金
当日券
600円
1,000円
800円

前売券
400円
800円
600円

団体券
500円
900円
700円

未就学児は無料
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た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。

十
二
月
十
六
日
、
内
灘
町
文
化
会
館
で
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
青
年
団
協
議

会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
Ｆ
・
Ｍ
・
Ｌ

（F
ellow

M
usic

Lovers

＝
音
楽
好
き
な
仲
間
達
）

が
主
体
と
な
り
、
内
灘
町
国
際
交
流
員
ケ
リ
ン
・
バ

ウ
リ
ン
グ
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
各
市
町
村
の
国
際

交
流
員
、
内
灘
町
中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」
と
い
っ
た
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

そ
し
て
町
と
の
協
力
の
も
と
、
約
四
ヶ
月
の
準
備
期

間
を
経
て
の
実
現
で
し
た
。

キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
幕
を
開
け
た
第
一

部
で
は
、
劇
、
イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ
、
ダ
ン
ス
と
会
場
の

子
ど
も
達
を
巻
き
込
ん
で
の
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
内
に
設
置
さ
れ
た
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
周
辺
に
お
い
て
サ
ン
タ
さ
ん
と
の
写

真
撮
影
が
行
わ
れ
、
い
つ
ま
で
も
順
番
待
ち
の
列
が
と

ぎ
れ
な
い
ほ
ど
の
大
人
気
で
し
た
。

第
二
部
で
は
、
雰
囲
気
を
一
転
し
、
Ｆ
・
Ｍ
・
Ｌ
の

他
の
三
バ
ン
ド
が
出
演
し
、
ポ
ッ
プ
ス
、
ロ
ッ
ク
と
バ

ン
ド
演
奏
主
体
の
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
抽
選
会
が

行
わ
れ
、
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
子
ど
も
達
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
、
そ
し

て
た
く
さ
ん
の
サ
ン
タ
さ
ん
と
の
出
会
い
に
子
ど
も
達

も
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

十
一
月
二
十
三
日
、
第
八
十
一
回
河
北
潟
一
周
駅

伝
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
河
北
潟
周
辺
、
郡
内
五
町

三
六
・
四
km
を
六
人
で
つ
な
ぐ
こ
の
大
会
。
八
十
一

回
と
い
う
回
数
は
箱
根
駅
伝
よ
り
も
多
い
非
常
に
歴

史
の
あ
る
大
会
な
の
で
し
た
。
数
年
ぶ
り
の
出
場
と

な
っ
た
内
灘
チ
ー
ム
、
郡
内
社
会
人
の
部
四
位
と
入

賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、
沿
道
の
声
援
を
受
け
気
持
ち

よ
く
完
走
を
果
た
し
ま
し
た
。

北
潟
一
周
駅
伝

開
催
　
　

河

リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

ク

内
灘
大
橋
開
通
記
念

第
二
回
内
灘
町
長
杯
争
奪
学
童
野
球
新
人
大
会

十
一
月
三
日
、
四
日
、
十
日
、
内
灘
町
野
球
場
を

主
会
場
に
、
県
内
各
地
か
ら
精
鋭
十
六
チ
ー
ム
が
出

場
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
小
学
五
年
生
ま
で
の
新
人
チ
ー
ム

に
よ
る
大
会
で
、
今
年
は
七
尾
地
区
か
ら
予
選
大
会

を
勝
ち
抜
い
た
代
表
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
ま
た
地
元

内
灘
町
か
ら
は
、
向
粟
崎
イ
ー
グ
ル
ス
・
内
灘
エ
ン

ゼ
ル
ス
・
内
灘
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
・
西
荒
屋
ヤ
ン
キ
ー

ス
の
四
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
西
荒
屋
ヤ
ン
キ
ー
ス
が
見
事
第
三
位
に
輝
き
ま

し
た
。
試
合
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
天
神
ク
ラ
ブ
（
七
尾
地
区
）

準
優
勝
　
根
上
ク
ラ
ブ
（
能
美
地
区
）

第
三
位
　
西
荒
屋
ヤ
ン
キ
ー
ス
（
内
灘
町
）

第
三
位
　
町
野
ク
ラ
ブ
（
輪
島
地
区
）

鋭
十
六
チ
ー
ム
が

熱
戦
！

精
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暮
ら
し
の
情
報

た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

内
灘
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

☎
２
８
６
│
６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
灘
町
役
場
総
務
課
広
報
係

FAX
２
８
６
│
０
６
１
７

西
村
潤
一
後
援
会
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
活
動
支

援
金
が
同
後
援
会
会
長
　
岩
本
秀
雄
よ
り
西
村
君
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
お
け
る
Ｉ
Ｄ
部
門
（
知
的
障
害
者
ク
ラ
ス
）
の
廃

止
の
た
め
、
ま
た
し
て
も
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の

夢
の
絶
た
れ
た
西
村
選
手
で
し
た
が
、「
今
後
も
世

界
選
手
権
等
、
大
き
い
大
会
は
あ
る
。
本
番
は
練
習

の
結
果
が
で
る
も
の
だ
か
ら
、
一
生
懸
命
練
習
に
は

げ
み
、
ま
た
次
の
ト
リ
ノ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指

し
、
頑
張
り
た
い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

励
！

西
村
潤
一
君
　
　

激十
一
月
二
十
三
日
（
祝
）
河
北
潟
放
水
路
周
辺

と
内
灘
海
岸
に
お
い
て
、
内
灘
町
子
ど
も
委
員
会
に

よ
る
ご
み
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
子

ど
も
た
ち
約
八
十
人
が
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご

み
を
分
別
し
な
が
ら
、
一
時
間
に
わ
た
り
拾
い
集
め

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
環
境
保
全
の
大
切
さ
と
リ
サ
イ
ク

ル
の
大
切
さ
を
考
え
な
が
ら
、
奉
仕
作
業
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

れ
い
な
海
を

守
り
た
い
!!

き

こ
の
度
、
町
商
工
会
青
年
部
発
行
の
内
灘
町

電
話
帳
が
一
新
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
電
話
帳
、
町
内
の
電
話
番
号
は
も
ち
ろ

ん
、
住
宅
地
区
、
町
民
便
利
手
帳
と
い
っ
た
各

種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
内
灘
町
民
必
須
の
ア
イ
テ
ム
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

是
非
一
度
手
に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

話
帳
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

電
鶴
ヶ
丘
小
学
校
に
お
い
て
、
今
年
度
総
合
学
習
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
米
作
り
体
験
事
業
の
締
め
く

く
り
、『
２
０
０
１
年
も
っ
ち
も
っ
ち
カ
ー
ニ
バ
ル
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
年
生
の
秋
の
小
物
の
展
示
な
ど
各
学
年
総
参
加
に

加
え
、
地
域
よ
り
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
も
招
き
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
本
イ
ベ
ン
ト
。
子
ど
も
達
の
顔
も
非
常

に
明
る
く
、
手
作
り
の
餅
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

田
植
え
、
収
穫
と
一
年
を
通
じ
お
世
話
に
あ
た
っ
た

高
道
さ
ん
（
鶴
ヶ
丘
）
も
、「
子
ど
も
達
と
一
緒
に
田

ん
ぼ
を
作
る
よ
う
に
な
っ
て
十
年
も
経
つ
が
、
子
ど
も

の
喜
ぶ
顔
を
見
る
の
は
や
は
り
楽
し
い
。
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
」
と
頬
を
ゆ
る
め
ま
し
た
。

っ
ち
も
っ
ち

カ
ー
ニ
バ
ル

も



2002.1.5.（18）

暮
ら
し
の
情
報

役 場 代 表 286－1111

町　民　部

町民生活課 286－6701
保健センター 286－6101
保険年金課 286－6702

介護保険室 286－6703

産業建設部

産業経済課 286－6708

建　設　課 286－6710

都市計画課 286－6712

北部開発対策室 286－6713

教育委員会
生涯学習課 286－6716
学校教育課 286－6717

総　務　部
総　務　課 286－6720
総務課受付 286－6721
企画調整課 286－6723
税　務　課 286－6706

企　業　局
水　道　課 286－1115
下水道課 286－6718

出　納　室 286－6707
議会事務局 286－6715
消 防 本 部 286－3301
図　書　館 286－1930
文 化 会 館 286－1123
働く婦人の家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
（財）公共施設等管理公社

286－1800
社会福祉協議会

286－6950

お問い合わせは
こちらまで

勤
務
条
件
等
▼

①
賃
金

職
種

（1）
〜

（5）
は
月
額
１
３
９，

０
０
０
円
。

（6）
〜

（7）
は
月
額
１
３
４，

８
０
０
円
。

（8）
は
月
額
１
６
１，

０
０
０
円
。

②
勤
務
日

原
則
、
月
〜
金
曜
日
（
土
、
日
曜
勤
務
の
職

種
有
）

③
そ
の
他

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険
有
。

そ
の
他
町
規
定
に
よ
る
。

採
用
予
定
日
▼
平
成
14
年
４
月
１
日
（
た
だ
し
、

職
種

（2）
に
お
い
て
１
名
の
み
平
成
14
年
３
月

１
日
）

応
募
期
限
▼
平
成
14
年
１
月
18
日

（金）

応
募
要
領
▼
町
総
務
課
受
付
で
交
付
す
る
願
書
、

履
歴
書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
試
験
▼

日
時
、
場
所
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

願
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

総
務
部
総
務
課
受
付

職
種
及
び
採
用
人
員
▼

（1）
保
育
士

６
名

（2）
公
民
館
主
事

３
名

（3）
調
理
員

５
名

（4）
働
く
婦
人
の
家
業
務
員

１
名

（5）
児
童
厚
生
員
（
学
童
保
育
）

１
名

（6）
小
学
校
校
務
員

１
名

（7）
中
学
校
校
務
員

１
名

（8）
大
型
自
動
車（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
）運
転
手

１
名

応
募
資
格
▼

①
内
灘
町
に
在
住
す
る
60
歳
未
満
の
方

（
た
だ
し
、
職
種

（7）
に
つ
い
て
は
、
町
内
在

住
で
64
歳
ま
で
の
方
）

※
年
齢
は
平
成
13
年
度
末
現
在

②
職
種

（1）
は
保
育
士
免
許
保
有
者
。

（3）
は
調
理

師
免
許
保
有
者
。

（7）
は
ボ
イ
ラ
ー
技
師
及
び

危
険
物
取
扱
主
任
者
免
許
保
有
者
。

（8）
は
大

型
自
動
車
運
転
免
許
保
有
者
（
大
型
バ
ス
運

転
経
験
者
）。

（2）
、

（4）
、

（5）
に
つ
い
て
は
パ

ソ
コ
ン
を
扱
え
る
方
。

全
職
種
に
つ
い
て
普
通
自
動
車
免
許
保
有

者
。

内
灘
町
嘱
託
職
員
募
集

大
人
も

ち
び
っ
こ
ス
キ
ー
ヤ
ー

も
「
白
弓
」
に
集
合
！

河
北
郡
ス
キ
ー
大
会
開
催

毎
年
、
２
月
11
日

（祝）
に
、
河
北
郡
５
町
か
ら

ス
キ
ー
愛
好
家
が
集
ま
り
、
ス
キ
ー
大
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
成
年
男
女
の

年
齢
別
の
競
技
会
で
あ
る
と
同
時
に
、
小
学
生

か
ら
高
校
生
の
部
の
競
技
も
行
わ
れ
、
年
々
ち

び
っ
こ
た
ち
の
参
加
者
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

ゼ
ッ
ケ
ン
を
付
け
て
ス
タ
ー
ト
台
に
立
ち
、

「
ピ
ッ
、
ピ
ッ
、
ピ
ー
ン
」
で
ス
タ
ー
ト
バ
ー

を
切
れ
ば
、
子
ど
も
も
大
人
も
皆
レ
ー
サ
ー
で

す
。
ゴ
ー
ル
の
電
光
掲
示
板
に
映
る
あ
な
た
の

タ
イ
ム
は
？

内
灘
在
住
の
競
技
ス
キ
ー
経
験
者
は
ぜ
ひ
参

加
す
べ
し
！
ポ
ー
ル
を
一
度
滑
っ
て
み
た
い
と

い
う
方
も
結
構
、
ち
び
っ
こ
ス
キ
ー
ヤ
ー
は
大

歓
迎
で
す
。
大
会
へ
の
参
加
は
、
内
灘
町
ス
キ

ー
協
会
が
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
会
の
詳

細
、
申
込
は
、
１
月
10
日
ま
で
に
ス
キ
ー
協
会

事
務
局
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

ス
キ
ー
協
会
事
務
局

☎
２
３
８
―
０
５
９
０
（
角
谷
）

文
化
会
館
パ
ー
ト
職
員
募
集

職
種
及
び
採
用
予
定
人
数
▼

パ
ー
ト
職
員
　
１
名

勤
務
場
所
▼
内
灘
町
文
化
会
館

勤
務
内
容
▼
館
内
清
掃
な
ど

応
募
資
格
▼

内
灘
町
に
住
所
を
有
す
る
健
康
な
年
齢
40
歳

ま
で
の
方

勤
務
条
件
▼
時
給
７
６
０
円

勤
務
時
間
▼

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
週
５
日
、
午
前
９
時
〜

12
時
ま
で
の
１
日
３
時
間
程
度

雇
用
期
間
▼
３
月
１
日
〜

応
募
要
領
▼

生
涯
学
習
課
で
交
付
す
る
願
書
、
履
歴
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
▼
１
月
31
日

（木）

面
接
試
験
▼
２
月
８
日

（金）
予
定

願
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

生
涯
学
習
課
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今
回
で
19
回
目
を
迎
え
る
内
灘
町
長
距
離
継
走
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
年
は
、
９
月
に

開
通
し
た
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
灘
周
回
の
コ
ー
ス
を
走
る
、
起
伏
に
富
ん
だ
行
程
と
な
っ
て

い
ま
す
。
寒
さ
、
苦
し
さ
に
負
け
ず
に
皆
さ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

日
　
時
▼
３
月
21
日
（
祝
・
木
）

開
会
式
　
午
前
９
時
30
分

ス
タ
ー
ト
　
午
前
10
時

コ
ー
ス
▼
下
記
の
と
お
り

（
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ

タ
ー
ミ
ナ
ル
発
着
）

１
周
3.5
km

部
　
門
▼

１
部
　
一
般
の
部
（
高
校
生
含
む
）

２
部
　
中
学
生
の
部

３
部
　
小
学
生
の
部
（
４
年
〜
６
年
）

４
部
　
個
人
の
部
（
年
代
別
）

チ
ー
ム
編
成
▼

４
人
チ
ー
ム
（
４
部
は
除
く
）

表
　
彰
▼

団
体
　
１
部
〜
３
部
ま
で

男
女
別
に
３
位
ま
で
表
彰

個
人
　
１
部
〜
４
部
ま
で
年
代
別
、

男
女
別
に
３
位
ま
で
表
彰

※
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
進
呈

第
19
回
内
灘
町
長
距
離
継
走
大
会
参
加
者
募
集
!!

内
灘
大
橋
開
通
記
念

中継地点 

「
償
却
資
産
申
告
書
」
の

提

出

依

頼

に

つ

い

て

内
灘
町
内
に
償
却
資
産
（
土
地
・
家
屋
以
外

の
事
業
の
用
に
供
し
て
い
る
機
械
、
器
具
及
び

付
属
設
備
な
ど
）
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
次

の
要
領
に
し
た
が
っ
て
、
必
要
事
項
を
記
入
し

た
償
却
資
産
申
告
書
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

１
　
平
成
13
年
度
の
申
告
書
を
提
出
さ
れ
て
い

る
方
は
、
平
成
13
年
中
の
増
加
又
は
減
少
資

産
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　
平
成
13
年
１
月
１
日
以
降
に
事
業
を
開
業

し
た
方
、
又
は
税
務
課
か
ら
申
告
書
に
「
全

資
産
申
告
」
と
お
願
い
し
た
方
は
、
平
成
14

年
１
月
１
日
現
在
の
全
資
産
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

３
　
増
減
の
な
い
場
合
、
又
は
廃
業
、
解
散
さ

れ
た
場
合
で
も
そ
の
旨
を
備
考
欄
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
日
▼
１
月
25
日

（金）

申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
１
月
31
日
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
事
務
処
理
の
都
合
上
、
前
記

期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

総
務
部
税
務
課

「
給
与
支
払
報
告
書
」
の

提

出

依

頼

に

つ

い

て

（
事
業
主
の
皆
様
方
へ
）

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
給
与
を
支
払
っ
て

い
る
事
業
主
の
方
は
、
法
の
定
め
に
よ
り
前

年
中
に
支
払
っ
た
給
与
の
総
額
等
必
要
事
項

を
記
入
し
た
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

提
出
期
日
▼
１
月
31
日

（木）

提
出
先
▼

従
業
員
の
平
成
14
年
１
月
１
日
現
在
の
居
住

地
の
市
町
村
住
民
税
担
当
課

※
な
お
、
す
で
に
総
括
表
（
給
与
支
払
報
告
書

用
）
を
お
送
り
し
て
あ
る
事
業
所
に
つ
き
ま

し
て
は
、
必
ず
添
付
方
お
願
い
し
ま
す
。

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

守
り
ま
す

あ
な
た
の
安
全

１
１
０
番

―
安
心
の

相
談
ダ
イ
ヤ
ル

♯
９
１
１
０
―

※
県
内
の
１
１
０
番
は
、
す
べ
て
石
川
県
警
察

本
部
（
金
沢
市
）
に
か
か
り
ま
す
。

◎
１
１
０
番
の
か
け
方
、
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

・
何
が
あ
っ
た
か
（
事
件
で
す
か
？
事
故
で
す

か
？
）

・
何
時
、
ど
こ
で
（
正
し
い
町
名
・
番
地
・
目

標
物
を
）

・
事
件
の
犯
人
、
事
故
の
相
手
は
ど
う
し
た
か

（「
そ
こ
に
い
る
　
に
げ
た
」
か
を
）

・
あ
な
た
の
住
所
・
名
前
・
電
話
番
号

◎
携
帯
電
話
か
ら
１
１
０
番
を
か
け
る
場
合

・
必
ず
車
を
停
止
さ
せ
て
か
ら
１
１
０
番
し
て

く
だ
さ
い
。

・
移
動
し
な
が
ら
の
１
１
０
番
は
、
通
話
が
途

切
れ
ま
す
。

・
１
１
０
番
し
た
あ
と
、
再
度
お
尋
ね
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
源
を
切
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

第19回内灘町長距離継走大会コース
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国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

被
保
険
者
証
の
更
新
は

お

済

み

で

す

か

。

旧
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
13

年
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ

更
新
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
内
灘

町
役
場
保
険
年
金
課
で
更
新
の
手
続
き
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
旧
の
被
保
険
者
証
及
び
印

鑑
を
持
参
し
、
更
新
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

65
歳
か
ら
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
灘
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼
昭
和
12
年
２
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方

注：

老
人
保
健
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
方

（
70
歳
以
上
の
方
及
び
65
歳
以
上
の
障
害

認
定
を
受
け
た
方
）
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
１
月
17
日

（木）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼
印
鑑
、
健
康
保
険

証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受
給
者
本
人
の
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険（
社
会

保
険
・
共
済
等
）
に
加
入
の
方
も
申
請
で

き
ま
す
。

第４期

介護保険からのお知らせ　１月は介護保険料の納期です

○普通徴収（口座振替・納付書による金融機関への納付）
平成12年度中に65歳に到達し、第１号被保険者の資格を取得された方は、原則、平成13年10月から納付方法

が年金からの天引き（特別徴収）に変更となっておりますので、ご注意ください。

平成13年度中に65歳に到達される方については、平成14年９月までは普通徴収となります。

（普通徴収の納期）

普通徴収（年金から天引きとならない方）の平成13年度第４期分の納期限は、１月31日（木）
です。納め忘れのないようにお願いします。なお、口座振替の方は、預金不足とならぬよう、今
一度ご確認ください。

◎介護保険に関するお問い合わせは　保険年金課介護保険室　☎286－6703（直通）

平成13年度

第１期 第３期 第５期

７月10日～

７月31日

９月１日～

10月１日

11月１日～

11月30日

１月１日～

１月31日

３月１日～

４月１日

平成13年度の介護保険料

保険料の納入には便利な口座振替を

保険料の納入には口座振替による納入が便

利です。金融機関・郵便局・役場で手続きが

できます。

年 金 の お 届 け も お 忘 れ な く

年金についての届け出が遅れると、年金が受けられなく

なり、介護保険料の天引きができなくなる場合があります。

年金の現況届は速やかに提出しましょう。

第２期

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

募

集

内
灘
町
の
心
身
障
害
児
サ
ー
ク
ル
「
く
れ
よ

ん
の
会
」
が
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

の
力
を
借
り
て
、
水
泳
教
室
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
自
立
と
社
会
性
を
育
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
室
の
開
催
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
泳
げ
な
く
て
も
大
丈
夫
で

す
。
見
学
も
大
歓
迎
し
ま
す
。

日
　
程
▼
１
月
19
日

（土）
、
26
日

（土）

２
月
16
日

（土）
、
23
日

（土）

時
　
間
▼
い
ず
れ
も

午
後
５
時
30
分
〜
６
時
30
分

場
　
所
▼
内
灘
町
屋
内
温
水
プ
ー
ル

連
絡
先
▼
「
く
れ
よ
ん
の
会
」
中
島

☎
２
３
８

―
６
３
１
４
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後
を
は
じ
め
、
障
害
や
死
亡
の
場
合
の
所
得
保

障
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
仕
組
み
で
あ
る
公
的
年
金
を
守

り
育
て
る
た
め
に
、
き
ち
ん
と
加
入
し
、
き
ち

ん
と
保
険
料
を
納
付
し
て
義
務
を
果
た
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

国
民
年
金
は
、
公
的
年
金
の

基
盤
を
な
す
も
の
で
す
。

・
ど
ん
な
人
が
加
入
す
る
か
…

国
民
年
金
は
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳

か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
し
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
学
生
も
20
歳
以
上
で

あ
れ
ば
、
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

・
保
険
料
額
は
い
く
ら
…

毎
月
自
分
で
保
険
料
を
納
め
る
第
一
号
被
保

険
者
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
３，

３
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

・
納
め
る
の
が
困
難
な
と
き
は
…

経
済
的
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

方
に
は
、
一
定
の
条
件
の
も
と
に
保
険
料
の

免
除
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
定
の
所
得
額
以
下
の
学
生
に
は
、
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

「
支
え
よ
う

若
い
力
で

国
民
年
金
」

（
平
成
13
年
度
国
民
年
金
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
特
選
作
品
）

新
成
人
に
な
ら
れ
る
皆
さ
ん
へ

公
的
年
金
は
、

あ
な
た
の
人
生
を
支
え
ま
す
。

生
涯
を
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
や
が

て
必
ず
訪
れ
る
老
後
に
お
い
て
、
現
役
世
代
と

大
き
く
変
わ
ら
な
い
生
活
の
で
き
る
収
入
を
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
収
入
を
確
保
す
る
上
で
、
私
た

ち
は
３
つ
の
リ
ス
ク
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

①
老
後
の
余
命
期
間
は
予
測
不
可
能
。

②
現
役
世
代
か
ら
老
後
ま
で
の
長
い
期
間
に
起

こ
る
で
あ
ろ
う
賃
金
や
物
価
の
上
昇
な
ど
の

経
済
社
会
変
動
は
、
大
き
く
、
か
つ
予
測
不

可
能
。

③
さ
ら
に
、
老
後
を
迎
え
る
前
に
、
障
害
を
負

う
可
能
性
、
死
亡
し
て
遺
族
が
残
さ
れ
る
可

能
性
も
皆
無
で
は
な
い
。

支
え
、
支
え
ら
れ
、
み
ん
な
で
安
心
を
。

そ
れ
が
公
的
年
金
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
が
あ
る
中
で
、
老
後
の

生
活
に
必
要
と
な
る
収
入
を
、
個
人
レ
ベ
ル
で

確
保
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

公
的
年
金
は
、
社
会
全
体
が
連
帯
し
、
収
入

が
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
に
は
収
入
の
あ
る
者

が
納
付
す
る
保
険
料
に
支
え
て
も
ら
う
仕
組
み

で
す
。
こ
の
よ
う
な
世
代
を
超
え
た
支
え
合
い

（
世
代
間
扶
養
と
い
い
ま
す
）
に
よ
っ
て
、
老

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
国
民
年
金

国
民
年
金
の
保
険
料
の

納
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

○
14
年
４
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
国

に
直
接
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
町
か
ら
送
ら
れ
て
い
る
「
国
民
年
金
保

険
料
納
付
案
内
書
」
は
、
平
成
14
年
４
月
よ
り

国
か
ら
直
接
送
ら
れ
ま
す
。

※
取
り
扱
い
金
融
機
関
（
全
国
ど
こ
で
も
）

銀
行
、
郵
便
局
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、

労
働
金
庫
、
農
協
、
漁
協
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
は
、
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。

・
納
め
忘
れ
が
な
く
確
実
で
す
。

・
手
続
き
は
簡
単
・
無
料
で
す
。

・
手
間
と
時
間
が
省
け
ま
す
。

金
沢
年
金
相
談
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

移

転

の

お

知

ら

せ

平
成
14
年
４
月

金
沢
年
金
相
談
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

が
移
転
し
ま
す
。

現
在
、
金
沢
年
金
相
談
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
前
ラ
イ
ブ
ワ
ン
ビ
ル
２
階
に
お

い
て
、
年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
14
年

４
月
よ
り
石
川
社
会
保
険
事
務
局
（
金
沢
市
鳴

和
）
の
１
階
に
移
転
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

○
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
こ
と
で

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

金
沢
年
金
相
談
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
土
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
は
お
休
み
で
す
。

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス
「
放
送
大
学
」

―
放
送
大
学
（
教
養
学
部
）

平
成
14
年
度
第
１
学
期
学
生
募
集
―

募
集
学
生
▼

全
科
履
修
生
（
卒
業
を
目
指
す
学
生
）

選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
す
る
学
生
）

科
目
履
修
生
（
１
学
期
間
「
６
か
月
」
在
学

す
る
学
生
）

出
願
締
切
日
▼
平
成
14
年
２
月
15
日

（金）

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

石
川
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
９
２
１

―
８
８
１
２

石
川
県
石
川
郡
野
々
市
町
扇
ケ
丘
７

―
１

（
金
沢
工
業
大
学
内
）

☎
２
４
６

―
４
０
２
９

FAX
２
４
６

―
４
１
０
２

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.u
-air.ac.jp

/h
p

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０

―
８
６
４

―
６
０
０

平
成
14
年
４
月
か
ら
大
学
院
生
【
文
化
科
学

研
究
科
　
文
化
科
学
専
攻
】
の
受
入
れ
開
始
！

○
修
士
科
目
生

（
募
集
人
員
１
０，

０
０
０
名
）

○
特
長

・
18
歳
以
上
の
方
は
誰
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

・
習
得
し
た
単
位
は
修
士
全
科
生
と
し
て
入

学
し
た
場
合
、
原
則
と
し
て
修
了
す
る
た

め
の
単
位
と
し
て
使
え
ま
す
。

・
現
職
教
員
の
方
の
専
修
免
許
状
取
得
に
利

用
で
き
ま
す
。
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ゆ

う

メ

イ

ト

募

集

！

粟
崎
郵
便
局
で
は
、
ゆ
う
メ
イ
ト
（
ア
ル
バ

イ
ト
）
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

職
　
　
種
▼
郵
便
物
の
配
達

資
　
　
格
▼
バ
イ
ク
の
運
転
が
出
来
る
方
（
原

付
で
も
可
）

期
　
　
間
▼
２
月
１
日
〜

給
　
　
与
▼
時
給
８
４
０
円
〜

時
　
　
間
▼
午
前
８
時
〜
午
後
３
時
（
６
時
間

程
度
）

募
集
人
員
▼
約
20
名

待
　
　
遇
▼
時
給
制
、
各
種
社
保
あ
り
、
交
通

費
支
給
。

勤
務
地
▼
粟
崎
郵
便
局

応
　
　
募
▼
粟
崎
郵
便
局
郵
便
課
ま
で
電
話
連

絡
の
上
来
局
し
て
く
だ
さ
い
。

☎
２
３
８
―
９
９
６
７（

担
当：

佐
藤
・
小
杉
）

持
ち
物
▼
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

対
　
象
▼
町
内
在
住
の
方

定
　
員
▼
午
前
の
部
・
夜
間
の
部
　
各
15
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

受
講
料
▼
無
料

募
集
期
間
▼
１
月
10
日

（木）
〜
１
月
31
日

（木）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

応
募
方
法
▼
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
を
内
灘
町
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
生
涯
学
習
課

登

志

子

さ

ん

の

ア
イ
デ
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
!!

〜
生
涯
楽
習
講
座
〜

あ
な
た
の
食
卓
に
お
い
し
い
一
品
を
加
え
て

み
ま
せ
ん
か
？
食
べ
物
を
大
切
に
す
る
こ
と
、

水
を
汚
さ
な
い
こ
と
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
…

地
球
に
や
さ
し
く
、
お
い
し
い
料
理
を
作
り
ま

し
ょ
う
！
楽
し
く
作
っ
て
、
楽
し
い
ク
ッ
キ
ン

グ
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
??

ご
近
所
の
お
友
達
を
誘
っ
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
ネ
!!

講
師
▼
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
実
践
家

土
橋
登
志
子

場
所
▼
働
く
婦
人
の
家

日
程
内
容
▼

回数

●午前の部（午前10時～12時）４回シリーズ

日　　時 内　　　容

1

2

3

4

2月 6日（水）

2月13日（水）

2月20日（水）

2月27日（水）

忙しい朝に！「お手軽弁当」を
作りましょう。

これはイケル！「酒の肴」で、
乾杯！

主婦の「アイデア昼食メニュー」
は、いかが？

みんなでファミリーオードブル
パーティー！

回数

●夜間の部（午後7時～9時）４回シリーズ

日　　時 内　　　容

1

2

3

4

2月 7日（木）

2月14日（木）

2月21日（木）

2月28日（木）

忙しい朝に！「お手軽弁当」を
作りましょう。

これはイケル！「酒の肴」で、
乾杯！

主婦の「アイデア昼食メニュー」
は、いかが？

みんなでファミリーオードブル
パーティー！

働

く

婦

人

の

家

『
料
理
教
室
の
ご
案
内
』

テ
ー
マ
『
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
ち
な
ん
だ

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
お
菓
子
』

１．

ハ
ー
ト
型
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ

２．

ス
ポ
ン
ジ
ト
リ
ュ
フ

講
師
▼
加
藤
重
和

（
青
木
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
講
師
）

日
時
▼
２
月
９
日

（土）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

◎
男
女
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

多
数
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

場
　
所
▼
働
く
婦
人
の
家

受
講
料
▼
材
料
費
と
し
て

１
人
　
１，

５
０
０
円

持
ち
物
▼
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
・
フ
キ
ン

定
　
員
▼
15
名

締
切
日
▼
１
月
31
日

（木）

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
締
切
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

働
く
婦
人
の
家

（
月
〜
金
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）
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知 っ 得 情 報
不用品リサイクル登録情報

●譲って下さい（希望品）
テレビ（20インチ以上）、七五三男児用着物セット、
電子レンジ、地球儀、普通自転車（26インチ）、
幼児用補助輪付自転車、一輪車、チャイルドシート、
ベビー体温計、ベビーラック、クーハン、ベビーベッド、
ベビーバス、調乳ポット、子供肌着（50～60cm）、
Ａ型ベビーカー、子供服（男児用70～90cm）、男子学生服、
大人用三輪車、子供用自転車（20～24インチ）、
内灘中学校体操服 上（Lサイズ）下（2L又は3Lサイズ）、
鶴ヶ丘小学校夏スカート、夏ズボン、冬ズボン（130cm以上）、
内灘中学校男子学生服（160cm）、
清湖小学校体操ズボン（120cm以上）、
14型カラーテレビ、ホームベーカリー

●譲ります（提供品）
シングルパイプベッド、
全自動洗濯機（4.2リットル）、
大人用スキー、スキー靴、
スノーボード、
バトントワリング用バトン、
スーパーファミコン本体、
机とイス（白色）、
ガスストーブ、着物
木製戸棚

○希望者・提供者の品物が合えば、希望者に提供者をご紹介
いたします。
登録期間は６ヶ月です。希望者の方に、提供者のお宅まで
引き取りに行っていただきます。

○登録できる品物　家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、
音楽用品、ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（12月21日まで受付分）

希望者 提供者 交渉成立 

町民生活課 

紹介 

登
　
録 

登
　
録 

不用品リサイクルの登録情報は内灘町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先　町民生活課　☎286－6701

１
月
の
は
ま
な
す
大
学

日
　
時
▼
１
月
18
日

（金）

午
後
１
時
30
分
〜
　

場
　
所
▼
文
化
会
館
３
階
視
聴
覚
室

テ
ー
マ
▼
「
高
齢
者
に
お
け
る
循
環
器
疾
患
」

講
　
師
▼
金
沢
医
科
大
学
循
環
器
内
科
学

助
教
授
　
大
久
保
　
信
司

氏

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、

交
通
安
全
、
税
金
、
年
金
、
消
費
生
活
、

役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼
内
灘
町
働
く
婦
人
の
家

と
　
き
▼
１
月
18
日

（金）

午
後
１
時
〜
４
時

今
月
の
納
税
納
期
限
　
１
月
31
日
（木）

―
町
税
は
納
期
内
に
納
税
し
ま
し
ょ
う

―

○
町
民
税
・
県
民
税
　
　
　
　
　
第
４
期

○
国
民
健
康
保
険
税
　
　
　
　
　
第
10
期

町
税
（
町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・

軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
は
便
利
で

簡
単
な
手
続
き
の
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〜
手
続
き
方
法
〜

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持

ち
の
上
、
左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
石
川
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢

信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ
先
▼
税
務
課
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ツベルクリン反応検査とBCG接種
1月29日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

1月31日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成13年 9月生

（時間）13：00～14：00

｝
2月26日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

2月28日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成13年10月生｝

会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

1月17日（木）
10：30～11：30

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

今回は、エリッ
ク・カールさんの
作品をとりあげま
す。絵本の読みき
かせのほか「初め
ての絵本」の紹介もあります。フリート
ークもありますので、絵本のことだけで
なく、育児のこと他いろいろお話しくだ
さい。お母さんだけでもOK。どなたでも
お気軽においでください。

今月のテーマ

『エリック･カールさんの絵本』

すくすく赤ちゃん!!
1月23日（水）

10：00～10：30

0才児の遊びの教室です。発育発達
の相談や子育てアド
バイスも。
お気軽にご参加
ください。

担当：鶴が丘乳児保育園保育士
（子育て支援センター）

0才児の親子あそびの教室

今月のテーマ

『冬こそ思いっきり遊ぼう』
～冬の室内遊びと親子体操～

1月16日（水）
10：00～11：00
パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

＝みんなで遊ぼう＝
○雪遊びごっこで楽しもう

＝みんなで考えよう＝
○栄養満点！
楽チン昼ごはん

1月30日（水）
＝みんなで遊ぼう＝
○豆まき、

鬼ごっこ
で楽しもう

4か月児健診
1 月29日（火） 対象 13年 9月生
2 月26日（火） 対象 13年10月生

（時間）13：00～14：00

3才児健診
1月15日（火）対象 10年 9月生
2月12日（火）対象 10年10月生

（時間）13：00～14：00

１才6か月児健診
1 月22日（火） 対象 12年 6月生
2 月19日（火） 対象 12年 7月生

（時間）13：00～14：00

どなたでも 
お気軽に 
おいでください 

どなたでも 
お気軽に 
おいでください 

ひよこっこサークル
2月6日（水）対象 5～6か月児　

（時間）受付・身体計測　13：00～13：30

教　　　　　室　13：30～15：00

（内容）離乳食のすすめ方・離乳食の試食

※5～6か月児以外の方でも、離乳食のすすめ方

などで聞きたいことがある方はお越しください。

マタニティクラス
2月 7日（木）

★楽なお産のためのマタニティ体操
※動きやすい服装でおこしください。
★お産をするということは？

2月14日（木）
★母乳はどのように作られるの
★歯の健康

2月21日（木）
★赤ちゃん用品を考えよう
★気をつけたいねバランスの良い食事

（時間） 受付・尿検査　13：00～13：30
教　　　　室　13：30～15：30

おなかの大きな仲間同士、出産のこと、
育児のこと…みんなで語ってみませんか。
お１人目の方も、２・３人目の方も是
非ご参加ください。



次回のまいどさんは伊藤さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！ 

今月は 中村 さんから紹介のあった、伊藤  大介 さんに登場していただきます。 

このコーナーでは、毎回出場者に次回出場者をリレー方式で紹介してもらいます。 

伊藤　大介さん 
（25歳・大学2） 

い とう だい すけ 

　町の少年柔道教室の指導を始めてもう４年程になります。柔道という競技が特に
礼儀作法に厳しいということもあり、指導はどうしても厳しくなってしまいます。
指導者の中で一番若く、子どもと年齢が近い分、そのバランスをとるのが自分の役目
だと思ってがんばっています。 
　内灘中学校で柔道を始め、もう14年が経ちます。夏は暑いし、冬は寒い。辛いこと
も多い柔道ですが、自分より大きい相手を投げることに楽しみを覚え、今日まで続け
てくることができました。幸運にも全国という舞台に立つこともできましたし、柔道
を続けてきたことで多くの出会いが得られたことが自分のプラスになっていると思
います。 
　現在、町の柔道連盟に籍を置いていますが、あと何年か体が動くうちは、現役選手
としての活動も続けていきたいと思っています。 
 
町へ一言：内灘の海が大好きなんですが、ごみ等汚れがひどい。もっときれいな海で

あってほしいと思います。 
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○
内
灘
町
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合
婦
人
会
よ
り
、

歳
末
助
け
合
い
募
金
に
よ
っ

て
集
め
ら
れ
ま
し
た
、

金
１，
３
２
３，
６
３
４
円

を
、
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
と
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま

し
た
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○
向
粟
崎
一
丁
目
の
北
川
利
吉

さ
ん
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
行
事

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
ス

タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
百
五
十

着
を
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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向 粟 崎 保 育 所 緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

1月16日（水） 1月17日（木） 1月18日（金）

問い合わせ先　町民生活課　☎286－6701

新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

ごみ収集カレンダー
1.もえるごみ
毎週月・木曜日（ただし、祝日・振替休日は休み。）

2.もえないごみと資源物

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎 2 ・ 5 丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

北 部 土 地 区 画

西 荒 屋

室

湖　　　　　　　西

もえないごみ（埋立ごみ） 資源物（リサイクルできるもの）

13

〃

〃

〃

8

〃

〃

1

8

1

〃

〃

〃

6

〃

〃

〃

〃

〃

〃

15
19：00～20：00

〃

〃

15
19：30～20：30

14
19：00～20：00

14
20：00～21：00

14
19：00～20：00

14
18：00～19：00

22
6：30～7：30

21
19：00～20：00

〃

17
8：00～9：00

22
8：00～9：00

22
19：00～20：00

22
18：30～19：30

22
19：00～20：00

22
18：00～19：00

22
19：00～20：00

22
18：00～19：00

22
11：00～12：00

2月

16

〃

〃

〃

11

〃

〃

4

11

4

〃

〃

〃

9

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1月 2月
18

19：00～20：00

〃

〃

18
19：30～20：30

17
19：00～20：00

17
20：00～21：00

17
19：00～20：00

17
18：00～19：00

25
6：30～7：30

24
19：00～20：00

〃

20
8：00～9：00

25
8：00～9：00

25
19：00～20：00

25
18：30～19：30

25
19：00～20：00

25
18：00～19：00

25
19：00～20：00

25
18：00～19：00

25
11：00～12：00

1月

 
ペットボトルのリングは、取り外さなくても良くなり、
分別がしやすくなりました。 
リサイクルにご協力ください。 

1,706
451
428
823
1,207
759
1,633
1,005
722
1,564
508
428
370
427
34
554
253
75

12,947
19

1,804
536
452
877
1,229
789
1,691
1,092
732
1,601
499
665
372
456
30
561
282
78

13,746
10

3,510
987
880
1,700
2,436
1,548
3,324
2,097
1,454
3,165
1,007
1,093
742
883
64

1,115
535
153

26,693
29

1,144
353
316
601
762
513
1,105
711
522
1,039
473
617
269
254
21
314
154
46

9,214
11

内灘町字別人口世帯数 平成13年11月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ヶ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴 ヶ 丘 東
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
北部土地区画
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区　分
人　　　　口

男 女 総 数
世帯数
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広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報係まで　☎286－6720

1～2月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住　　　所 T E L

1/13
（日）

1/14
（月･祝）

1/20
（日）

1/27
（日）

2/3
（日）

2/10
（日）

2/11
（月･祝）

沖野クリニック（小･内） 高松町高松ノ1の11 281-0500

さかわ整形外科医院 津幡町横浜へ35-3 289-2434

おおたクリニック（内･小） 津幡町太田は112 288-6000

二ツ屋病院（内） 高松町二ツ屋ソ72 281-0172

望月眼科医院 内灘町旭ケ丘142 239-1515

宇野気医院（内･小） 宇ノ気町宇野気チ33の6 283-0103

紺谷医院（内･小） 七塚町木津へ12-1 285-0020

さいとうクリニック（皮･形成）津幡町潟端371-1 288-4540

政岡医院（内･小） 内灘町鶴ケ丘4丁目1-265 286-1766

森田整形外科医院 津幡町清水チ319-1 288-4151

茶谷医院（内･小） 内灘町西荒屋53 286-8478

酒井医院（内･小･外） 津幡町加賀爪ホ30 289-2006

角田医院（内･小） 高松町高松ナ15-1 281-0012

たなべ眼科医院 津幡町北中条8-57-1 289-6340

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞などで確認してください。

　福祉施策の一環として、内�町に在住す
る60歳から64歳までの方に福祉センター
「ほのぼの湯」の入浴を100円でご利用い
ただいております。 
　ご利用には「ほのぼの湯利用証」が必要に
なりますので60歳になりましたら、保険証・
免許証等の身分を証明できる物を町民生活
課または福祉センターまで持参されお申込
みください。 

展望温泉 

 ほのぼの湯 からのお知らせ 


